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進
捗
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況
説
明

「社会実験」に際して、乗船した関係者へアンケートを実施し、新たなボーダーツーリズムの形として有効であるか（8割以上）を確認する
計画であったが、社会実験を実施することが出来なかったため、アンケートによる検証も実施できなかった。

R5年度
目標値

（R9年度）

・新たなボーダーツーリズムの形として有効で
あると回答した人数８割以上（参加者へアン
ケート実施）（R5）

目　標

実　績 実施 未実施

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R5成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R3年度 R4年度

・与那国-台湾間の就航による交流人口増加
数：5,000人（R9）

目　標

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和６年の３月に社会実験を予定していたが使用予定であった台湾国籍の船舶が定期船舶検査において不測の時間を要
する事態が発生したため、事業を繰越し令和６年度中の実施を目指した、しかし、その後の船舶に関する調整においても、
台湾船舶会社側の条件が整わず事業期間内に「社会実験」を実施できない状況と判断するに至った。

実施 実施

予算の状況の説明
令和５年度において事業の完了が見込めず、令和６年度へ繰越して事業執行に取り組んだが、使用予定の台湾船舶に
不測の状況が発生したため、船舶リース解約が不可能となり社会実験が実施できなかったため予算執行が出来ない状
況となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R5活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

・外航不定期航路事業の実施（与那国町と台湾
（花蓮市）間における社会実験）
 実施予定：３月

執行率（％）(B/A) 100.0% 0.0% 100.0% 3.8% 0.0%

次年度繰越額 0 12,870 0 44,023 0

うち交付金充当額 32,032 0 10,296 1,374 0

44,023

B．執行済額 40,040 0 12,870 1,717 0

40,040 0 12,870 0 44,023

A．計(b+d) 40,040 12,870 12,870 45,740

0

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

R5年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 0 12,870 45,740 0

(b)予算現額 0

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R2年度（繰越） R3年度 R3年度(繰越) R5年度

12,870 45,740

(d)繰越額

事業内容
新たなボーダーツーリズムの形を創り、八重山圏域における観光の流れを変化させ、観光振興による地域経済の活性化を図るため、与那国町と
台湾（花蓮市）を高速船で結ぶ「社会実験」を実施しする。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　　■後年度（令和９年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

担当部課名 企画財政課
事業実施

（予定）年度
令和元年～令和５年

度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-9-（１）

5,000

市町村名 与那国町

令和５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6 - ③ 与那国町国境結節点化推進事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（11）－ウ

交通基盤の整備と交通ネット
ワークの充実強化



〇対応可能な事業者が指定の事業者のみであることから
妥当であったと考えている。
予算規模「ついては、予定の事業内容を実施できなかった
為、評価無し。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

－ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

7,477 1,717 1,373 344 5,760

これまで取り組んできた当該事業の内容を実証するため「社会実験」を計画したが、不測の事態への対応ができなかったことで計画を断念する状況となってしまっ
た。
当該事業における検証と改善としては、事業計画段階における綿密な準備の必要性を改めて理解したことから、今後の事業実施においては実行体制も含めて、丁
寧な事業計画の検討と併せて、あらゆる事態を想定した柔軟な対応ができるよう取り組みたい。
また、当該事業については目的である「新たなボーダーツーリズムの形を創り、八重山圏域における観光の流れを変化させ、観光振興による地域経済の活性化を
図る」を実現させるため、令和６年度に実施した全体評価・事業総括を踏まえて、官民連携による与那国町結節点化への推進に取り組む方針である。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

与那国町と台湾（花蓮市）を高速船で結ぶ「社会実験」にて契約予定であった船
舶が使用できない不測の事態が発生したことにより、事業を実施できない状況に
至ってしまった。船舶の契約に当たっては、一程度リスクを想定し海事専門弁護
士を依頼して対策を行っていたが、契約締結前における不測の状況となり対応で
きなかった状況である。
また、社会実験に使用する船舶を調査する段階で、当該船舶以外に利用可能な
船舶が無かったことにより別の船舶を検討することができなかったことも、要因と
なってしまった。

当該事業の目的である高速船を利用した社会実験は、一行政の業務とし
ては特殊な事例であることも踏まえて、あらゆる状況を想定した対策を講じ
る必要があったと考えている。
船舶の契約や人命に関わるリスクについては対策を検討できていたが、船
舶自体が利用できない状況においては、事業を繰り越して期間を確保した
が、船舶会社側の協力を得ることができなかった部分は、国外の事業者と
の協議における認識の甘さがあったと考えている。

今後の取り組み方針

与那国町
1,717千円

委託費
1,717千円

沖縄サニタリー株式会社
1,717千円 与那国町港湾衛生調査業務委託料


